
  

 
令和４年６月３０日 

 

「生活者としての外国人」のための日本語学習サイト 

「つながるひろがる にほんごでのくらし」（通称：つなひろ） 

新たにウクライナ語版作成・公開 

 

  

 文化庁は、「生活者としての外国人」のための日本語教室空白地域解消推進事業の一環と

して、外国人が生活場面に応じた日本語を学習できるＩＣＴを活用した教材を開発・提供

しています。今回、ウクライナ避難民が来日し、全国各地で生活を始めていることを踏ま

えて、ウクライナで使用されているウクライナ語を含む２言語版を新たに作成し、日本語

学習サイト「つながるひろがる にほんごでのくらし」に追加・公開しました。 

本サイト URL  https://tsunagarujp.bunka.go.jp/ 

 

現在の１４言語に 

２言語を加え１６言語に。 

ウクライナ語版 



  
１．経緯・目的                                                         

 

ウクライナ情勢の影響を受け、我が国にウクライナからの避難民が徐々に入国しています。

その数は令和４年６月時点で約１３００人に及び、その多くは、家族・親類、企業・教育機関

を頼って、全国各地に居住しています。日本で生活するには、生活に必要な日本語を学ぶ必要

がありますが、様々な事情により「日本語教室等において日本語を学習する機会がない」とい

う声が聞かれています。こうした状況に対して、これまで文化庁では、ウクライナ避難民の方々

に対して「生活に必要な初期日本語教育」（参考資料１）を進めてきました。 

その方策の一つとして、文化庁では、対面での学習機会が得られないウクライナ避難民のた

めに、時間的、距離的な課題を解消し、生活に必要な日本語を学ぶ機会を提供することを目的

とする日本語学習サイト「つながるひろがる にほんごでのくらし」（通称：つなひろ）に、

ウクライナでの主な使用言語であるウクライナ語及びロシア語※を追加することにしました。 

（※２００１年にウクライナで行われた国勢調査では、ウクライナ人の６７．５％がウクライナ語を母語

とし、２９．６％がロシア語を母語としていました。） 

 

２．概要                                                                                          

我が国の外国人への日本語教育の現状 

我が国の在留外国人数は、新型コロナウイルス感染症流行の影響で一旦は減少しましたが、

長期的には増加傾向にあり、平成２６年から令和３年にかけて約７３万人増加しています。ま

た、今後もその数は増え続けると予想されます。 

それに伴い、日本語学習者の数が増え、日本語教師の数も微増していますが、「生活者として

の外国人」対象の日本語教室がない市区町村（以下「空白地域」という。）に居住する外国人や、

仕事に就いていて時間的、距離的に教室に通うことが困難な外国人には、日本語教室以外の学

習手段を提供する必要があります。 



  
空白地域に向けた日本語学習サイト「つながるひろがる にほんごでのくらし」 

 

●内容（サイトの特徴） 

 「つなひろ」は、我が国の在留外国人が前述のように増加傾向にあり、日本語教育に対

するニーズが高まっていることを踏まえ、空白地域に住む外国人等を対象として、令和２

年６月より公開されている日本語学習サイトです。アクセス数は令和３年度には約１７０

万回に及び、大きな反響を得ています。 

「つなひろ」は、我が国で生活する外国人等が円滑な生活を送るために、買い物や役所

の手続き等の生活の場面に特化した日本語学習ができるように作られています。動画を中

心とした構成となっており、実際の生活でどのような日本語が使われるのか、動画を見る

ことを通じて学ぶことができ、同時に生活に関係する知識についても知ることができます。

また、レベルを３つに分け、学びたい場面や自分の日本語能力に合ったレベルを選択でき

るようにしています。 （レベルは日本語教育の参照枠に当てはめるとおおよそＡ１～Ｂ１

レベルです。）また、地域の日本語教室等での学習教材としても活用可能です。 

 

※本サイトは、文化庁の「生活者としての外国人」のための日本語教室空白地域解消推進

事業の一環として、凸版印刷株式会社に委託して開発・運営するものです。 

 

 

●対象 国内に在住する外国人等  

●ウクライナ語等追加・公開予定日 令和４年６月３０日 

●提供言語 １６言語（日本語、英語、中国語（簡体字）、スペイン語、ポルトガル語、 

ベトナム語、インドネシア語、フィリピン語、ネパール語、クメール（カンボジア）語、 

タイ語、ミャンマー語、モンゴル語、韓国語、ウクライナ語、ロシア語） 

●その他の特徴 

・無料提供・登録不要。パソコンの他、スマートフォン表示にも対応。 

・外国人や日本語の指導者が本サイトを活用しやすいように「使い方ガイドブック」や、

広報ツールとしてパンフレットや宣伝用動画も併せて公開。 

本サイトの広報ツール URL https://tsunagarujp.bunka.go.jp/about-link 



  
 

●利用者の声 

※文化庁「『生活者としての外国人』のための日本語学習サイト つながるひろがるにほんごでのくらし 

使い方ガイドブック 第２版」より抜粋 

 

 

 

 ＜担当＞ 文化庁国語課地域日本語教育推進室 

     室長補佐      三浦 

専門職       北村 

     日本語教育推進係  時田 

電話：０３－５２５３－４１１１ 

   （内線：４８４５、４８９５） 

     メール：chiikinihongo@mext.go.jp 

■「生活動画」（例：電車に乗ってみよう） ■「見て学ぶ生活」場面の選択ページ 

mailto:chiikinihongo@mext.go.jp
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